
第２回八千代市子ども・子育て会議における議題の主な論点等 

 

≪調査票の設計に当たっての前提≫ 

・調査票の回収率の向上や回答者の負担軽減などの観点から設計しています。 

・主に、次期計画の量の見込み等を算定する上で必要となる設問に絞って、可能な限

り設問数を減らしています。 

・短い文章で簡潔・明瞭な表現とし，スリム化及び見やすさに配慮しました。 

・専門的な用語は、可能な限り使用しないように配慮しました。 

※調査票中、「●」は量の見込みに必要な必須の設問、「〇」は量の見込等の補正等に必要

な任意の設問、（■）は市の今後の子育て施策の検討に必要な本市独自の設問を表して

います。 

※必須及び任意については、国から示されている設問になります。 

 

≪議題の主な論点≫ 

○調査票の見やすさ、分かりやすさについて 

○回答のしやすさなどスムーズにアンケートを進められるか 

○回答の選択肢が適切か 

○調査票の設計に当たっての前提を踏まえ、調査票の回収率の向上や回答者の負担軽減

に資すると思われる事項 

〇その他、気づいた点など 
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